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＜難聴について＞ 
 「難聴」と聞いて、皆さんはどんなイメー
ジを持つでしょうか？ 
我々は就学前から何度も聴力検査を受ける機
会があります。保育園や幼稚園の年長さんで
は就学前健診、学校に入れば小学校から高校
まで必ず学校健診を受けます。また、就労す
れば雇い入れ時健診、定期職員健診、人間ドックなどを受ける機会
があり、やはり聴力検査を受けます。 
 こうした健診の聴力検査では、1000Hz と 4000Hz の音をヘッ
ドホンで聴き、聞こえるかどうかのチェックを行います。音の大き
さは健診により異なり、以下のように決められています。 

 1000Hz 4000Hz 
学校健診 30dB 25dB 

雇い入れ時健診 30dB 30dB 
定期健診 30dB 40dB 

 
 これらの音がどれか 1つでも聞こえなかった場合、「所見あり」
と診断され耳鼻咽喉科への受診を促されます。 
定期的に健診を受けない方は、一度以下のチェックリストを試し
てみてください。1つでも該当する場合、耳鼻咽喉科での聴力検査
を受けることが推奨されています。 

チェック内容 該当に
○ 

会話をしているとき、聞き返すことがよくありますか。  
相手の言った内容を聞き取れなかったとき、推測で言葉を
判断することがありますか。 

 

電子レンジの「チン」という音やドアのチャイムの音が
聞こえにくいと感じることがありますか。 

 

家族に「テレビやラジオの音量が大きい」とよく言われま
すか。 

 

大勢の人がいる場所や周りがうるさい中での会話は、聞き
たい人の声が聞きづらいと感じますか。 

 

 
 耳鼻咽喉科では 7種類の高さの音を聞く検査をし、それぞれの閾
値（小さい音でギリギリ聞こえる音量）を測定します。検査結果と
診察所見から難聴の種類や程度を診断します。難聴は聞こえの閾値
によって表のように分類されています。 
  
程度 平均聴力レベル

（dB） 
補足説明 

軽度難聴 25 以上 40未満 小さな声・騒音下での会話の聞き間違いや聞き
取り困難を自覚。会議などの聞き取り改善目的

で補聴器の適応となることも。 

中等度難聴 40 以上 70未満 普通の大きさの声の会話の聞き間違いや聞き
取り困難を自覚。補聴器の良い適応。 

高度難聴 70 以上 90未満 非常に大きい声か補聴器を用いないと会話が
聞こえない。聞こえても聞き取りには限界あり。 

重度難聴 90 以上 補聴器でも、聞き取れないことが多い。人工内

耳の装用が考慮される。 
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近年は、中等度難聴の初期である
40dB台の聴力レベルの方には補聴器
をお勧めするようになってきました。
最大の理由は「認知症予防」です。 
難聴はコミュニケーション困難の原
因となるだけでなく、うつ病、認知
症、社会的孤立、収入減少、転倒など、様々な身体
的・社会的問題の発生リスクを高めると言われていま
す。特に認知症発症のリスクを減らすために、難聴対策は最大の因
子であることが海外の研究で明らかになりました。 
当院では補聴器が必要な方には、認定補聴器技能士が在駐する補
聴器店をご紹介しています。当院での聴力検査結果や耳の状態など
の情報を文書にしてお渡ししていますが、この文書があると補聴器
を購入された際、医療費控除が出来るようになっています。 
高度難聴・重度難聴の場合は、身体障害者申請が可能です。ご希
望の方は市役所福祉課で申請用の書類を入手してください。この
際、身体障害の申請をするとどのようなメリット・デメリットがあ
るかをご確認頂くと良いと思います。入手した書類は当院窓口で提
出頂ければ、1週間以内に作成します。補聴器を購入する場合は、
補装具費支給意見書も作成できます（身体障害の等級申請とは別の
書類です）。この書類は補聴器を購入する際の補助金を申請するた
めのものですが、所得に応じて補助金額が異なりますので、こちら
も役所で確認をお願いします。 
補聴器を購入する前に、まずはレンタルしてどんな感じかを体験
して頂く期間があります。通常 1～2週間ですが、たいていの方は
その期間で補聴器を通しての「聞こえ」に慣れることは難しいで
す。第一印象として「雑音が気になる」「周りの音がうるさく感じ
る」「思ったほどきちんと聞き取れない」と言われることが多いで

す。しかし、ここからが大切なリハビリ期間
になります。これまで聞こえが落ちていたせ
いで感じなかった様々な音を、補聴器を通し
てしっかり聞き、耳と脳をリハビリしていき
ます。3ヶ月ほど毎日リハビリすると、必要
な音をしっかり捉えられるようになってきま

す。補聴器はただ音を大きくしてその時聞こえやすくする
だけの器械では無く、「聴覚リハビリ」のための医療機器

です。なるべく朝から夜寝るまで装用し、コミュニケーションが取
りやすくなるように訓練していきましょう。 
補聴器装用をお勧めすると「集音器ではダメですか？」とよくご
質問頂きます。新聞やテレビの広告で盛んに宣伝されている「集音
器」ですが、補聴器とは根本的に異なる器械です。 
補聴器は皆様の聴力検査図を元に、苦手な音を増幅し、比較的聞
こえている音はあまり増幅しないように、といった微細な設定が可
能です。また、装用中に感じる「雑音がうるさい」「低音の人の声
が聞こえない」「場面によって出力を変えたい」「話す人の声だけ
大きくしたい（指向性）」など細かな訴えにも概ね対応出来ます。
周囲で大きな音がした場合、増幅されて耳に入ると内耳細胞が障害
される恐れ（音響外傷）がありますが、補聴器にはある一定以上の
音をブロックする機能が付いており安心です。 
一方、集音器は安価ではありますが、個々の聴力に合わせて設定
された器械ではなくボリューム調節のみ、音響外傷のリスクもあり
ます。聴覚リハビリには適さないと考えられており、耳鼻咽喉科医
は勧めません。ただ、難聴が軽度で、テレビ視聴や会議の時だけ装
用する場合は、自己責任の下で使用するのは良いかも知れません。 
難聴と診断されたら補聴器を適切に使用し、快適な生活を目指し
ましょう！ 

補聴器装用・リハビリ 


